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3-2. XAuth を利用したユーザ認証 
オプションで VPN 接続時に ID とパスワードを必要とするユーザ認証を行うことが可能で

す。 
 
・Secure VPN Client では以下の拡張認証のチェックを有効にするだけです。 
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・SSG では各ユーザ設定の変更、及びフェーズ 1 にあたる設定を変更する必要があります。 
 
・左欄の Objects -> Users -> Local Groups を選択し、変更したいユーザをグループから一

旦外して OK を選択します。 
 

 

 
・同じく Users -> Local から当該ユーザを Edit で選択し、XAuth User にチェックを入れ

るとともに User Password の欄にパスワードを設定します。 
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・再度、Local Groups から該当するグループを選択し、ユーザをグループに再度追加しま

す。 
 

 
 
 
・ついで、左欄のメニューのVPNsからフェーズ1の設定変更を行います。VPNs -> AutoKey 
Advanced -> Gateway を選択、Configure から XAuth を選択します。 
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XAuth Server にチェックを入れ、OK で終了します。 
 

 
 
 
・以上の設定でユーザ認証が有効となりました。 
 
・Secure VPN Client のタスクトレイアイコンから実際に接続を行うと下記のようにユーザ

名とパスワードを求められますので設定したユーザ名とパスワードを用いて接続を行うこ

とが可能です。 
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・以下はユーザ認証が成功した際の SSG のログです。 
 

 
 
 
 
 
 


